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大分大学 アセスメント・チェックリスト 

学部・

研究科 
工学研究科 

学科・専

攻・課程 

博士前期課程 

工学専攻 

コース 
（教育プログ
ラムと分野） 

機械エネルギー工学（工学専門教育プログラム機械エネルギー分野） 
電気電子工学（工学専門教育プログラム電気電子工学分野） 
知能情報システム工学（工学専門教育プログラム知能情報システム工学分野および数理科学教育プログラム数理科学分野） 
応用化学（工学専門教育プログラム応用化学分野および自然科学教育プログラム自然科学分野） 
福祉環境工学建築学（工学専門教育プログラム福祉環境工学建築学分野） 
福祉環境工学メカトロニクス（工学専門教育プログラム福祉メカトロニクス分野） 

 最終更新日 令和 3 年（2021 年）12 月 17 日 

 

  

 
ディプロマ・ポリシー 

1 専門分野における高度な知識・技術を有し，科学技術の進展を見据えながら，自立した技術者として新たな知識・技術を継続的に修得することができる。 
2 専門分野の新たな課題を自ら探求・発見し，問題を俯瞰的かつ多面的に捉えて整理・分析しながら解決することができる。 
3 国際的な観点から科学技術に関する情報を収集・分析し，多様化する科学技術の発展に対応できる能力と技術を自ら学習・獲得することができる。 
4 地球規模で起きている課題を理解し，それらの問題と科学技術との融合に関して技術者の視点から考察し，人類の発展に主体的に寄与することができる。 

 
教育課程と学習成果に関する基準 

1 学位授与方針が具体的かつ明確であること 
2 教育課程方針が，学位授与方針と整合的であること 
3 教育課程の編成及び授業科目の内容が，学位授与方針及び教育課程方針に則して，体系的であり相応しい水準であること 
4 学位授与方針及び教育課程方針に則して，適切な授業形態，学習指導法が採用されていること 
5 学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること 
6 教育課程方針に則して，公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施されていること 
7 大学等の目的及び学位授与方針に則して，公正な卒業（修了）判定が実施されていること 
8 大学等の目的及び学位授与方針に則して，適切な学習成果が得られていること 

 

番号 実施状況 手法 名 称 実施時期 実施
頻度 対 象 チェック内容・項目 

対応 DP 
評価者 実施責任者 結果の活用方法 

教育課程と学習成果に
関する基準 

1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 

1 実施予定 
 

成績評価基準の
明確化 

大 分 大 学 工 学
研 究 科  成 績
評価方針（申合
せ） 

通年 毎年 全学年 スコアの評価 

● ● ● ● 

大学院教務委員会 大学院教務委員⾧ 学生の到達度の評価 

● ● ● ● ● ● ● ● 

2 実施予定 評価結果の検証 大 学 院 評 価 の
検証 

通年 毎年 全学年 成績分布の検証 ● ● ● ● 大学院教務委員会 大学院教務委員⾧ 成績分布の偏りの確認 ● ● ● ● ● ● ● ● 

3 実施中 成績判定資料 留年・休学・退
学 の 学 生 数 と
理由の分析 

3 月 毎年 全学年 留年・休学・退学の学生数とその理
由 ● ●   

コース教員・大学院教
務委員 

コース⾧ 成績不振者・留年生への指導，学生への学習支援 
● ● ● ● ● ● ● ● 

4 実施中 質問紙 修 了 予 定 者 ア
ンケート 

3 月 毎年 ２年生 カリキュラム満足度，学習達成度，
学生生活の満足度  ● ● ● ● 学生 大学院委員会・工学研究

科大学院教務委員会 
次年度以降のカリキュラム改善，学生支援への利用 ● ● ● ● ● ●  ● 

5 実施中 客観試験 修論試問 2 月 毎年 2 年生 研究完成度 
● ● ● ● 

コース全教員 コース⾧ 自ら課題を探求し，解決していく能力と物事を論理的に説
明できる能力を評価する。その結果を次年度以降の卒業研
究指導に活かす。 

● ● ● ● ● ● ● ● 

6 実施中 成績判定資料 修了判定 3 月 毎年 2 年生 修了しない学生数と理由 ● ● ●  コース全教員 コース⾧ 修了しない学生は指導教員を中心にして対応を行う。 ● ● ● ● ● ● ● ● 

7 実施中  民間試験  TOEIC  4 月  毎年 全学年 スコアの評価  ●  ●  国際ビジネスコミュ
ニケーション協会 

国際ビジネスコミュ
ニケーション協会 

学生の語学レベルの確認と学生への指導に活かす   ● ●  ●  ● 

8 実施中 論文 修士論文 ３年 毎年 ２年生 論文の完成度 ● ● ● ● コース教員 コース⾧ カリキュラムの総合的な妥当性の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● 

9 実施中 外部・内部での発
表の評価 

プ ロ ジ ェ ク ト
研究 

後期 毎年 ２年生 発表会・講演会などでの発表 ● ● ● ● コース教員 コース⾧ カリキュラムの総合的な妥当性の把握   ● ●    ● 

 



  別紙３ 

大分大学 アセスメント・チェックリスト 

学部・研究科 工学研究科博士後期課程 学科・専攻     最終更新日 2021 年 12 月 15 日 
 
ディプロマ・ポリシー 

1 各専攻分野における高度でかつ最先端の知識を身につけ，独立して研究を展開することができる。 
2 社会のイノベーションにつながる新たな分野や理論などの創出に取り組むことができる。 
3 国際的視野やコミュニケーション能力をもち，かつ世界に通用する科学技術を創造することができる。 
4 高い倫理観を持ち，人類福祉に貢献することができる。 

 
教育課程と学習成果に関する基準 

1 学位授与方針が具体的かつ明確であること 
2 教育課程方針が，学位授与方針と整合的であること 
3 教育課程の編成及び授業科目の内容が，学位授与方針及び教育課程方針に則して，体系的であり相応しい水準であること 
4 学位授与方針及び教育課程方針に則して，適切な授業形態，学習指導法が採用されていること 
5 学位授与方針に則して，適切な履修指導，支援が行われていること 
6 教育課程方針に則して，公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施されていること 
7 大学等の目的及び学位授与方針に則して，公正な卒業（修了）判定が実施されていること 
8 大学等の目的及び学位授与方針に則して，適切な学習成果が得られていること 

 

番号 実施状況 手法 名 称 実施時期 実施
頻度 対 象 チェック内容・項目 

対応 DP 
評価者 実施責任者 結果の活用方法 

教育課程と学習成果に
関する基準 

1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 

1 実施中 質問紙 修了時アンケー
ト 

2 月 毎年 修了予定者 カリキュラム満足度，学生支援満足
度，施設・設備の満足度の評価 ●●●●学生 内部質保証委員会 アンケートの結果をもとに改善項目の抽出および改善策

の検討を行う。 ● ● ● ● ● ● ● ● 

2 実施中 報告書 演習等結果報告
書 

9 月，3 月毎期 学生 実施内容 ●●●●主・副指導教員 主指導教員 実施内容を確認し，今後の履修および研究指導計画の改
善に資する。  ● ● ● ● ●  ● 

3 実施中 報告書 実習結果報告書 9 月，3 月毎期 学生 実施内容 ●●●●主・副指導教員 主指導教員 実施内容を確認し，今後の履修および研究指導計画の改
善に資する。  ● ● ● ● ●  ● 

4 実施中 報告書 研究成果報告書 3 月 毎年 学生 研究の進捗状況 ●●●●主指導教員 主指導教員 内容を確認し，今後の研究指導計画の改善に資する。 ● ● ● ● ● ●  ● 

5 実施予定 報告書 演習および実習
結果報告書，研
究成果報告書 

3 月 毎年 学生 教育および研究の進捗状況 
●●●●

研究指導委員会 研究科⾧ 内容を確認し，DP，評価基準やカリキュラム等の検討に
資する。 ● ● ● ● ● ●  ● 

6 実施中 プレ ゼ ンテ ーシ
ョン，学位論文草
稿 

学位論文予備審
査 

年 4 期 毎年 学位論文提出者 プレゼンテーション，質疑応答，学
位論文草稿  ●●●●

学位論文審査委員 学位論文審査委員⾧ 学位論文本審査における評価基準に照らして評価し，評
価基準を満たすことができるように指導を行う。 ● ● ● ● ● ● ● ● 

7 実施中 プレ ゼ ンテ ーシ
ョン，学位論文 

学位論文本審査 年 4 期 毎年 学位論文提出者 プレゼンテーション，質疑応答，学
位論文  ●●●●学位論文審査委員 学位論文審査委員⾧ 学位論文本審査における評価基準に照らして評価し，今

後の指導方法や指導体制の改善に資する。 ● ● ● ● ● ● ● ● 

8 実施中 プレ ゼ ンテ ーシ
ョン 

学位論文公聴会 年 4 期 毎年 学位論文提出者 プレゼンテーション，質疑応答  ●●●●学位論文審査委員 学位論文審査委員⾧ 学位論文本審査における評価基準に照らして評価し，今
後の指導方法や指導体制の改善に資する。 ● ● ● ● ● ● ● ● 

9 実施中 報告書 学位論文予備審
査 

年 4 期 毎年 学位論文提出者 予備審査結果報告書，学位論文申請
書，学位論文草稿 ●●●●研究指導委員会 研究科⾧ 学位論文本審査における評価基準に照らして評価し，

DP，評価基準やカリキュラム等の検討に資する。 ● ● ● ● ● ● ● ● 

10 実施中 報告書 学位論文本審査 年 4 期 毎年 学位論文提出者 本審査結果報告書，学位論文申請
書，学位論文 ●●●●研究指導委員会 研究科⾧ 学位論文本審査における評価基準に照らして評価し，

DP，評価基準やカリキュラム等の検討に資する。 ● ● ● ● ● ● ● ● 
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